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の児童の現状にふさわしい「音楽」の教材を開発するこ  

とを目的とする。  
1．研究の背景と目的  

児童は身近かで，実感を伴う学習内容に興味，関心を  

示し，意欲的に取り組むと考えられる。このよう別犬況  

で学習にとりくんだ時，自ら学び自ら考える力も十分働  

き，それらの力が育成される。このことについて，状況  

的学習論では，「子供が興味を持つ本質的な内容を備え  

た教材は動機づけられる」と，また，「子供にとってそ  

の内容から，個人的意味を見いだせないと動機づけられ  

ない」とも述べられている。これらのことからも身近か  

な内容は，子供の興味を引き付け，動機づけが行いやす  

いと考えられる。   

そこでここでは，協力校の地域の伝統芸能の恵山太鼓  

（昭和45年結成，恵山太鼓保存会あり）の表現内容，恵  

山町の情景（町の基幹産業や自然のすばらしさ）を太鼓  

で表現したものを素材とすることとした。そして，その  

身近かな素材の表現内容を，児童が昨年度多少体験した  

和楽器“撃”を利用して表現することで，和楽器への理  

解を深めることができると考えた。さらに，音・音楽で  

自己表現する喜びを味わうと共に，児童一人一人の個性  

を生かし育てることができ，児童の創造力や工夫する力  

も育てられると考えた。   

これら，一人一人の個性を生かし，創造力や自ら考え  

工夫する力を育成することは，平成14年度施行の学習指  

導要領の改訂の方針及び音楽科の改訂の趣旨の中でも求  

められている。これらの中で具体的に関わる部分として  

は，①自ら学び自ら考える力，②各学校が創意工夫を生  

かした特色ある教育を進める，③我が国や諸外国の音楽  

文化についての関心や理解を一層深める，④個性的，創  

造的な学習活動をより活発に行う，が上げられる。   

本研究では上記の改訂の趣旨を生かしつつ，小規模校  

2．研究内容   

2－1 研究概要   

本研究では研究目的を実現するため，以下の3項目の  

ねらいに沿って教材の実践例を設定して実践したいと考  

え，亀田郡恵山町立尻岸内小学校（中村政雄校長）の協  

力を得て，6年生，15名（担任：杉本邦雄教諭）のクラ  

スで担任の協力を得て，平成14年7月に実践を行った。  

〈こ教材の実践のねらい≫   

① 地域の伝統芸能に興味・関心を持たせ，自分たち  

の町に対する理解を深め，自分たちの町の良さに気  

づかせる。   

② 和楽器“撃”の良さや様々な演奏方法を体験を通  

して感じとらせる。   

③ 子供達が本来もっている創造力を呼び起こし，音  

や音楽で自己表現できる表現能力及び主体的学習能  

力を育成する。（1学年15名程度の小人数なので，  

一人一人の個性を引き出しながら指導できる。）  

2－2 協力校の実態について   

恵山町立尻岸内小学校は，一学年一クラス（6年生は  

15名）全校児童93人の小規模校で，渡島半島南東部の海  

沿いの漁村地域である。「表1」からも読み取れるが，  

地元在住の住民がほとんどであるため，子供達は幼椎園  

の時から同じメンバーでさまざまな活動や学習を行って  

きている。そのため新しい出会いや学習上での刺激も少  

なくおおらかである。また，音楽についても生演奏を聴  

く機会がほとんどないため，鑑賞を通しての感動や音楽  
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に対するレディネスが少ないため表現に広がりを持たせ  

ることに困難な面がある。これらのことが学習面で不利  

な点として働くことがある。しかし，その反面自然の恵  

みが豊かなので，その良さを生かした学習を展開するこ  

とができると考える。   

協力校の6年生の平成14年度の音楽の年間カリキュラ  

ムは，「表2」の通りである。   

（表1）  

≪小規模校の特性について≫  

4  ◎音楽でえがこう   2  ◎わたしたちの音楽  

・「ダフニスとクロエ」  ・つばさをください  

7  から  

◎夏の集会の歌  ◎卒業式に向けて   
・青い空に絵をかこう  

ロ  ・野に咲く花のように   4  ・校歌  

8  2  ・君に会えて  

・6年生の歌   

5  ◎学芸会に向けて   4  ・さようなら  

・明日があるさ  ・君が代  

9  3                ・野に咲く花のように  ☆全校音楽   

◎豊かな表現  

・交響曲第5番「運命」  

項 目   メリット（よい点）   デメリット（不利な点）   

児 童 数  ・人数が少ないので一人一  ・人間関係が，幼稚園から  
人に指導が行き届く   同じで刺激が少ない  

・男女比が不規則   

音楽の授業  ・一台の楽器を， 小人数で  ・大合唱や大合奏がムリ   

について 喜 扱える  ・ピアノの弾ける子供が少  

一小人数アンサンブルが適  

している  
・一人一人の学習状況，理  

解状況を十分把撞し，個  

性を生かしながら享受業が  

行える  

・空教室ヤプレイルームを  

グループ活動に利用でき  

る   

音楽経験   ・生の演奏会を聴く機会が  
少ない  

・家庭で音楽を聴くことや  

演奏することが少ない   

メディアの  ・TVについては都会同様  ・その他では都会と違いは   

影響   ・自然環境に恵まれている  少ない   

地域の特性  のでそれを生かした指導  
ができる  

・地域の伝統文化や芸能を  

生かし地域住民と一体に  

なって取り組める   

2－3 協力校6年生の児童の実態について   

昨年度5年生の時，僻地教育研究の協力校として5時  

間程，創作及び多少撃を演奏する学習を行っている。創  

作については，地域の特産物の名称を素材として，声で  

表現する作品の創作，スピーキングコーラスを初めて体  

験した。また，挙は1時間「さくらさくら」を演奏する  

体験を行った。  

2－4 本研究での開発教材の概要と意義  

（1）題材名   

≪「恵山の一日」を挙で表現しよう！≫  

「  

（2）題材設定の理由   

本題材は，地域で行われている伝統芸能の表現内容を  

音楽の表現のための素材として利用することで，児童に  

とって身近かな内容であるため，自分なりのイメージを  

持って表現することが行いやすいと考え設定した。また，  

表現のための楽器として挙を取り上げたのは，昨年度「さ  

くらさくら」の演奏体験をわずかながら行っている。今  

年度はその経験を生かし，挙の多様な音色及び余韻の変  

化，演奏方法への理解を深め，それらを創作作品に取り  

入れることで，挙への味わいを深化することができると  

考えたためである。   

これら児童がとりくみやすい条件を設定することで，  

児童の学習意欲を引き出すことができると考えた。そし  

て，このような中で児童は，自分たちで創造する活動を  

通して，試行錯誤して作りあげる力や自分の表現したい  

イメージを表現するための，工夫する力が，育成できる  

と考えた。つまり，「生きる力」の育成につながると考  

え本題材を設定した。  

（3）目  標   

① 自分たちの生活の身近かな内容を再認識し，それ  

を音や音楽で表現することに，意欲的に取り組む。   

② 自分の表現したいイメージを音楽で表現するため  

の演奏方法を工夫する。   

③ 和楽器“撃”の様々な演奏方法を習得する。  

（表2）  

≪尻岸内小学校6年音楽年間計画≫  

（1）創造的に音楽にかかわり，音楽活動への意欲を高め，音楽経   

験を生かして生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を   

育てる。  

（2）音の重なりや和声の響きに重点を置いた活動を通して，基礎   

的な表現の能力を高め，音楽表現の喜びを味わうようにする。  

（3）音楽の美しさを味わって聴き，さまざまな音楽に親しむよう   

にする。  

月  時数  単元（題材など）名  月  時数  単元（題材など）名   

4  ◎季節を歌おう   6  ・カノン  

・おぼろ月夜  ・ふるさと  
4  

◎音楽のよろこび  10  

・ロックマイソウル  

5  ・カントリー・ロード   6  ◎音楽の旅  
・語り合おう  ・世界の音楽  

丁 〇  ・こいのぼり  11  ・春の海・琴と尺八物  
◎1年生を迎える会の歌  喜五  ロロ  

・歌がいっぱい  ・君に会えて  

6  ◎音楽の味わい   3  ◎室内楽の音楽を楽しも  

・赤とんぼ  つ  

12                ・山田耕作の歌曲  ・アンサンブルの魅力  
・オブラデイ・オブラ  ◎冬の集会の歌  

ダ  
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④ 作曲家の作品や仲間の作品から，挙の様々な表現  

方法及び表現内容を，聴きとることができる。   

⑤ 仲間と協力して，作品を作り上げることができる。  

（4）教  材   

① 恵山太鼓   

② 日本の音階による即興演奏   

③ 春の海（宮城道雄作曲）   

④ 瀬音（宮城道雄作曲）   

①の作品からは，その表現内容を活用する。児童の創  

作作品と①の作品の関係は，「表3」の通りである。   

「表3」  

《恵山太鼓と寧による創作との接点の対照表≫  

導入では，児童は旋律作りをすることが，初めてであ  

るため，短い旋律の模倣や短い旋律作りを取り入れた。  

ここでは，音を組み合わせると旋律ができることに気づ  

かせ，創作することに自信を持たせようとした。今回は  

聾を五音音階に調結しているため，間違えて音階以外の  

音を弾く心配がない。従って初心者でも必ず旋律作りが  

できる利点があると考えた。   

展開では，表現内容を各班が決めたところで，創作の  

表現方法の参考となる楽曲を鑑賞することで，意欲的に  

集中して鑑賞できると考えた。また，表現内容が児童に  

とって身近かな素材であるため，初めての創作でもイ  

メージが広げやすく，短時間で作品を作ることができる  

と考えた。   

今回の創作では，朝，昼，夕方と曲の雰囲気や表情に  

変化を与えるため，それぞれの部分にふさわしいと思わ  

れる五音音階を提示した。朝は一日の始まりなので，明  

るく清々しい感じが良いと考え，現代琴曲の「鳥のよう  

に」（沢井忠夫作曲）の音階を利用した。昼は，活動場  

面なので，日本の民謡の音階である乃木調子を利用した。  

夕方は，少し静かに落ち着く感じを求めて，陰音階の平  

調子を利用した。児童は挙による創作が初めてであり，  

さらに，この活動に使用できる時間も限られていたので，  

曲の構成に関しても，ある程度の構成の参考例を示した。  

さらに，作品作りの部分的なフレーズのアイディアも幾  

つか示し，創作の補助資料とした。   

詳しい内容と指導上の留意点などは，「表4」に示す  

通りである。  

（6）評  価   

① 音・音楽で自己表現することに積極的に取り組ん  

だか。   

② イメージにふさわしい表現方法，演奏方法を工夫  

したか。   

③ 挙の様々な演奏方法を理解し習得できたか。   

④ 仲間の作品の表現の工夫や表現しようとしている  

ことを，聴きとることができたか。   

⑤ 仲間と協力して，創作活動に取り組むことができ  

たか。  

2－5 開発教材の実践の結果   

実践の結果として，児童の毎回の学習の感想及び児童  

に対する担任の観察「表5，6与 7」，児童の創作作品「楽  

譜A，B，C」，創作活動の授業記録の一部を以下に示す。   

① 各班の作品の解説   

「朝」の班   

それぞれの部分の表現方法に苦労していたが，最終的  

にはそれぞれの部分のイメージを音で表現できていた。  

素 材   
伝 統 芸 能   撃による創作曲  

和太鼓   撃   

楽 曲 名  恵山太鼓   創作曲   

音楽の要素  リズム  ノズム，旋律  

（日本の五音音階）  

和音   

学習領域  器楽  書器楽，表現の創作   

曲の構成と  プロローグ  書児童による創作曲の構成案   

表現内容  恵山の夜明け  巨恵山太鼓の表現内容を取り  
人て 

． 仕事の  
楽しさ，苦しみ）喜 はじまり  

夕闇せまり浜と山に静… B 昼間，荒波で船底一  
雷黒雲ける，漁  

師の一。の仕事の終    わ  

り  A，一日の終わり  

恵山大漁太鼓  ∈       巨  夕暮れの浜と山  

芸冨芸：…三枚に命を巨  

恵山の山太鼓  巨   まれる        川  

活火山の神秘性雄大なF  

包容力植物の恵   臣  
（つつじ，もみじ，高臣  
山植物）時に優雅  臣  

（恵山太鼓のパンフよ  撃の演奏法，間の取り方を  
巨学び，取り入れる。  

②については，創作の導入としての旋律作りの練習と  

して取り上げる。   

③④は宮城道雄作品で，③は穏やかな春の瀬戸内海を  

描写した作品で，④は利根川の急流やせせらぎを描写し  

た作品である。今回，海に接した町である「恵山の一日」  

を表現するため，波や海や水の様々な表現が，必要にな  

ると考えた。この2作品は，撃の多様な演奏法を駆使し  

て波や海や水に関わる表現が大変多く取り入れられてい  

るので，児童が自分たちの創作に生かすのに，大変有効  

であると考え参考曲として鑑賞する事とする。  

（5）指導計画   

全5時間で，導入から創作作品の発表まで行う。  
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「表4」  

≪指導計画≫（全5時間）   

過程   ね ら い   学習 内容・活動   指導上の留意点・支援   
1  

】  

～～撃による創作への導入～～  

・地域の伝統芸能への関心  ・地域の恵山太鼓の成立と表現内容を理解  ・地域のシンボルを作ろうと昭和45年に創作さ  

第  する。   れたこと，地域の人々の思いを理解させる。  

・恵山太鼓の表現内容を理解し共感する。  

・撃の基本的奏法を思い出させ，復習させる。  

慣れる   する2小節の旋律を模倣する。  
・五音音階に調絃した撃では，どのように演奏  

の旋律を自由に作る。  しても，旋律が作れることに気づかせ，創作  

することに自信を持たせる。  

・各自に旋律を考える時間を与える。  

・各自が作った旋律をつなぎ合わせる。  ・一定のテンポに合わせて演奏することで，ひ  

・オスティナートに合わせて，二つのグ  

時  ループが作った旋律を同時に演奏して，  

二重奏の作品に仕上げる。  

・自分の旋律を記録（絃の番号で）する。   

るようにするため。   

～～「恵山の一日」を挙で表現しよう～～  

・学習内容の理解  ・恵山太鼓の表現内容を理解する。   ・自分たちの身近かな素材を表現していること  

（恵山町の基幹産業（漁師の一日）や自  を理解し，自分たちなりに町の様子を表現す  

第  
然の雄大さ，すばらしさの情景を表現し  

ている。）  

・挙の様々な奏法を知る  ・基本的奏法以外の様々な表現方法があること  

を奏法の例を演奏し，説明して理解させる。  

2  
・恵山町の一日を朝，昼，夕方，の3つの   

場面に分けて表現することを理解し，班  

ごとに担当する部分せ決める。  

・創作活動への自信を深め  ・全員の旋律をつなげることで，ひとつの作品  

る  になっていることを認識させる。  

時  ・各分担ごとに使用する五音音階を理解す  

る。  

・各分担ごとの作品の作り方のヒントを，   

理解する。（表現内容，曲の形など，≪挙・  
創作学習シート≫参照）   

～～班ごとの創作活動及び作品発表～～  
・自分たちの表現したいイ  ・表現する内容を話し合って決める。  ・イメージを膨らませられるよう，普段の生活  

メージを考える  を思い出させる。また，その時の心情も思い  

出させ，表現内容に生かさせる。  

・波，海，水の表現方法の参考として，挙      ・創作のアイディアを参考     ・海に接した町恵山町を表現するためには，波，  

曲から学ぶ  曲「春の海」と「瀬音」を鑑賞する。   海，水の表現が必要になると考えられるため。  

・肇のいろいろな奏法のビデオを視聴す  ・ビデオで鑑賞することにより，どのように演  
第  る。  奏するとどのような音になるか視覚を通して  

2  
理解させる。  

・さまざまな奏法を取り入れられるようにする  
3  ため。  

・自分たちの表現したいイ               ・実際に楽器を演奏しながら，創作する。      ・創作したものを忘れないよう記録させる。  
4                                               メージを音で表現する  ・各班が中間発表する。   ・お互いの作品の良さヤアイデイアに気づき，   

5  ・各班の作品の感想を記入する。  自分たちの作品に取り入れる。  

・本番一人一面の挙を使用するという演奏の感  
時  覚を体験させるため。  

・教師から，よりよくするためのアドバイスを  

提示する。  

・各班が作品に改善を加える。  ・自らの反省や他者からのアドバイスを思い出  

して，改善させる。  

・各班が最終発表する。  ・中間発表との違いを意識して聴かせる。   

・各班の作品の感想及び自分たちの作品に  

対する感想を記入する。  

一 32 －   



地域の伝統芸能と和楽器を組み合わせた「音楽」の教材開発に関する研究  No．58  2003．12   

十
†
東
食
 
 

ゃ
ゃ
↓
チ
囁
刃
将
対
偶
簑
由
蓮
－
望
㌣
聾
∃
事
 
 

）
再
婚
層
．
愛
叶
策
八
l
ト
事
 
 
巣
e
竜
・
 
 

将
）
巨
三
成
糎
e
嚢
 
 

㍉
1
羊
†
e
竜
王
甘
獲
り
】
採
種
伽
 
ぷ
埜
剋
e
勾
母
鎧
ヽ
恥
1
ト
ー
放
置
謡
瞞
・
 
 

旦
小
川
－
 
 

将
ト
ム
）
∩
魯
 
J
母
令
漣
伸
一
璽
唯
事
 
 

り
7
慣
睡
．
ユ
）
ぐ
魯
策
八
l
ト
事
 
 
巣
e
壇
・
 
 

将
鳴
り
d
ベ
1
て
刃
ぐ
隼
簑
触
恵
庭
 
 

避
舟
長
藤
 
J
響
簑
愛
ヂ
慣
り
↓
匡
嚢
．
エ
ト
斗
八
女
－
約
定
部
瀬
・
 
 

包
「
…
〓
、
、
 
 

置
e
ヽ
－
へ
て
敦
盛
〔
堅
」
埋
ユ
塞
・
 
 

匡
e
ヽ
1
へ
て
敦
盛
〔
堅
」
瑚
ユ
麗
・
 
 

～
「
］
£
盤
e
Ⅲ
－
～
爆
心
鳥
取
へ
 
 

車
馬
柊
R
－
藍
糎
・
 
 

～
咄
頑
e
冊
世
台
座
～
嘲
 
 

≠
罷
陣
－
藍
糎
 
 《

 
 

（
や
ゃ
鱒
肇
㌣
呵
朝
嶺
噴
）
 
膳
鮮
（
せ
）
 
Ⅲ
の
L
町
ト
 
 

。
岬
す
紅
某
」
増
ユ
馨
り
止
〔
現
〔
重
量
′
叫
e
町
制
。
〔
史
料
紅
塞
嘩
す
灘
寒
漣
増
空
足
ぐ
彗
㊤
 
 

。
将
す
蔑
彊
り
↓
 
（
無
難
白
⊥
［
）
難
掛
〔
‥
プ
J
心
慮
西
南
恕
盛
吏
C
監
㊥
 
 
 

。
将
母
り
↓
部
堰
村
村
l
ト
K
刃
嘩
母
㈱
簑
恕
醤
e
量
G
ポ
 
J
母
㌣
｛
一
む
細
道
買
㌢
い
刃
缶
 
 

。
時
空
壷
恕
盛
．
レ
ぐ
也
㌫
】
巣
e
㊥
㊤
 
 

り
】
紳
赫
瀕
エ
ヽ
「
【
ト
一
時
愛
嘉
漣
巣
e
宅
㊥
 
 

り
↓
紳
御
舟
エ
ヽ
「
l
ト
I
岬
愛
鴬
漣
∴
1
恥
γ
ヽ
剋
盛
〔
堅
」
増
分
栗
㊥
 
 

。
岬
食
感
り
言
皿
牽
咄
．
量
将
す
部
湘
南
僅
容
顔
べ
勾
㊥
 
 

〕
紳
亜
ふ
⊥
1
二
l
ト
ー
や
卑
賞
や
逆
糎
㊤
 
 

頭
取
斐
覇
・
 
 
 

の
．
ト
．
寸
t
H
 
 

《
エ
ー
小
知
卦
斐
辱
・
弥
・
昭
邦
〓
】
卜
－
小
謡
眼
e
壷
ゼ
ヨ
僻
》
 
 
 

壬〔〕叫  

－‾、′ 今  

オU   

＋h   

東口  

く田  

キトく   

」くU   

幅h   

E【⊂   

111［q   

＝ く   

1⊂〕  

1
1
試
料
ヽ
1
1
ト
生
。
時
点
Y
漣
謡
礪
e
軸
e
嚢
－
放
置
部
粥
 
 

繋
e
～
享
冨
樫
～
憲
 
 

一
二
 
∴
■
「
二
二
、
㌻
■
－
ご
∵
・
‥
∴
㌧
 
エ
∧
⊃
ト
 
 

将
趣
嘲
簑
糎
望
㌣
聾
∃
車
 
 

や
藍
舟
起
盛
 
 
 

り
】
↓
e
ヽ
1
ヘ
リ
ヽ
」
増
分
要
事
 
 
 

嘩
心
血
粁
下
種
ん
」
㌃
東
斗
よ
忘
軍
事
 
 

葺
）
ぐ
魯
策
ヽ
小
事
 
 
巣
e
境
・
 
 

将
鳴
り
】
咋
1
て
刃
〔
隼
簑
糎
e
稟
 
 
 

霞
e
ヽ
1
へ
て
恕
演
〔
堅
」
増
分
璧
・
 
 

亘
－
鯉
紳
 
 



尾 藤 弥 生・中 村 政 雄・杉 本 邦 雄  

忠広ン丈   ぐ＃く⊆㌣  竜塞」  ウ′ ・莫 ＿吋   顔」」勅E由  

㌣4賢慮   盗ろレ適量   ｛聖育  丈㌧ご㌧」   笹薮漣㌢ ニ  
（  嶺箪聖   刃＞〉溢  ニ ニ」ぎ  ロ ヰ」っp   e〉封簑咄  

甘－せト良   bi」顔刃  

璃1＝軽   ・≡・  戒壇簑  量 ぐ載          、 ＼／・ト「くトJ」  

。斗トニ  嶋＼ト、「山さ丈  
‘∴≡■ 

足軽ニ  粛ヰ」離  鹿「く展   ¢二十て璧：ぐ  
†K簑出  

H吏富  上 ぐ鱒  ｛，p へ丁 卜や   挺∴告P＼阜ノ⊥  

漣（〔な  謎巨樹。吏  糎ユLレ   聴肇巨h丈〉 ぐ  
£㌧痛ぃⅡ  釆＋く吏 ぐ  一夕ト、長三夫   ．揖±ニ ぐi」顔  
＼／■つぶ〉   空 々吏止セ＼上  
や 量レ   －■・ －  ■   ＝＼L土 耳」ぐ           近     －   ■               、  －   若妻上田卓   聖ぜ＝＝♂ れ曇  
垣、～ ぐ   悪吏意㌣勅  貞空白レ巨壷稟垣〉  壱勾量レ吏 ニ  

怒三逓渠   
輿  

簑   」 」 r、哺  ニ〔＼＋卜＼ロメP±ゝノ〔  

朝。下   e   憩ぃ三⇒ニ  、／琳   量量む勅記占  

皆富  
肇   ｛  

J ＿ 
㌣里長イせ母曇  ニ ゝノ〔1敏  〔セ＼   々 

－＝＝  望什＝須ぐ覚ヒロ±＼′串  

爪望 鯨朝 e   ・     ……－・妄  

「■ ［⊂：  こ  

［■■・－  ♯く   
」  ニ 阜ノ 上           レ塵′「  

瞞  令  中東・月  
ぷL．∴噂  

ユJ                    卜や  

吏   吏  哺宇ノ勅  

設妹  ！  

」  … 」  ・♂（；㌣  

甘  上  笑  

空   
覇   匡卜吏＼／榊   

宕  
与  ．⊆ニ＼  

塞‡   J   」   ㌣量′「煤  
iⅡ意   朝   与   令   鍵母空値  

（  
ト量   Jド   顔等」吏  

＼／   ド吏  e牡   吏 rγ 吏   彗浮∈ 口  
三ニ、 エニ＼   ±漣 〔   量（；量  

禁   ＼／ ∩  璧：佃   賛（；量   吐露母  

齢吏   鼓母   ＝臣哺   J、」ぷ〇 ノ1   ウ′ ・R ＿サも  

トー ぐ   ご‥桝   分量吏   べ∵噂 レ   ト㌣埋  

穂量   樗巨塑   ⊥1ト、ぐ  敏 一針勅   丁ミニ  
吏㌧ご  ′ 吏、r量  げ簑㌣   「ト来さ琳  

レ 」                  ぐ鼓   い サも   ぐ 隼、心  簑虫 j   
中量   臣与哺   垂、r彗  劫ヰⅡ恥   ▲T ぐ 哺              ト・量ニヒ  

田  
吏 ニ 」   忌曇媒吏   、ご ニ   只、ミ喪主顔  

巨 ㌣り  簑二u至当ニ  

鼎  彗磐 ぐ  喜車す  
車 ＿ぷ）り  

≡皆  ト良J  豪簑㌣下  
点i巳∴王㌧吏   恕れパ            堪ユ」超   中量  （＝⊥辛い  

ニ 忠量   《  
ニ ■艮・畏   

穏、ぐ・ぷこ G  

べ庫Ⅱ ぐ」  轟勅 ぐ  §》ク   惑量4□岬吏  
㌣頚ト♂丈   ご、ぐL ↑   串￥ン璽  ご＼東bぺさ珊ン（  

佃卜量∵量   べ簑刃  佃‥∫吾妻尽ノ敲  

垂   与り曜JJ〔            甥エリ」璃   哺母 」   1日壁卜真  戒量趣簑刃  

璽  ㌣．ヒ   ．顔   A」   セ＼噂   

e ′宝   簑超   り   聾′尺   車レ               超∴軋  
トロ」）   走簑   ヨ1ち1旧   糎き㌣  

ニ 佃   荘卜吏   ユ」ユJ   虻鱗  
い 寸   ェ＞三＞   鰹   穂吏   山楽  

ぐ ぐ   
崖だ り一J   

壷J   惑 ぐ   串 壷I  

賢Ⅲ ニ  輩吏   エ煤   上甑巾  
漣！空 走   －エi   恕 ぐ   崖慣   礼金楽  
ヽ1ま凛   愛h   ′＞ ′R   g れ   ユ ニ 心  

⊥ ∴   」 ⊥も   壁刃   n 」  
ト葵半ご                 ヰ∴  七享＝聾   十沌 ＝、ニ   振簑   榊：岬   ⊃振獲  

宝   

霊   

富   岳雷  

G・堪 、′r橿1   三」  
歴   

巨憩   
遭  憩  

望（紅e Ⅱ：刃  

三                          朴  鰹   室せ  練武  

ge  
く砥  
紅凛堪  ○   ○   ○   ○  
朴ユ盟  
柊聾鰹  

綽＝敦  

e掛空  朴東夷瑚   ○   ×   
堵一宇ノ吏  

○   ○   

普舶ニ  

セロ  醇   
編   

陣   躯   
絢  

可：   

（弓  

ト・・・」   〉→   ト  ：＝  

黒
部
丑
「
寄
」
 
 

《
専
心
抽
Q
釦
朴
昏
倒
壁
e
岩
場
》
 
 
「
S
膳
」
 
 



地域の伝統芸能と和楽器を組み合わせた「音楽」の教材開発に関する研究  No．58  2003．12  

ニ」吏顔」′「瞞簑㌣壱   ニ（〔ぺ 「廿も   吏 ㌣  

‖     口 ±J＼             刃紅トリ桜二彊肇賂や  聖祭逓   ー ー ●－  

中 上べ 嘩 ㌣  
慈  母 h丑去月」渠㌣兜佃式    †二Lトべ   ニ」刷 り 串 e  吏 ぐ  
ニ頚曇 ぐ′「猷刃㊦肇吏㌣  楽日ト  勅鹿漣＞吏  

騨 巨」ユ」レ′「ミト冬・。．」ヨ′「    ㌣⊥」裔  鹿」甚句忌  
。愛亜  ご台、顔刃＼／   －                    。吏                                       ぐ堅  【  吏悪士R吏   冊ih、ミ（「ト   ＋去い  

ぐe′h勅  」   
量→コユ」ト   室警芸ギ  

掛瑚  ＝ －  

字   ■ 
●  

‖  岸皿。1まト㌣   
岸∵ヒゝノ⊥‘ぐ吏‡軽量い£毒∃璧  ＝臣 レ 丈6 ぐ   【藍訂遥            唯東：吏′「刃〉  い登玉ン載 川  

喜う  

蜜豆  

∽望  

・■【■・票 

壌＝   鯨執 g 瞞奥 頬紅 ヰ掛  

［工工           十づ   

と 細′「車   柊増車   喘事  

〔■■・－  長軸   ＼／  サる  

爪Jl「  ／「＼  

1声   
据  

壷J   レ′↑   いぺ           量瑠」  
簑超吏  怒   1」田占   簑琳  
時 吏 薫′   卜や   望 ユ」   

嶺吏   軸′「  
甘一  こノ   ぐ   ′． 

べ吏′「   べ∴嘩   い東ニ   
‖   囲ぃト   ▲［Ⅲ＼／   ¶±＼㌣  

量態ト」佃丈   ●   

月 －K講読吋＼g   揖斐   Å」†昏。A」   

㌣ づ彗‡至 卜仁題   勅史   ㌣鱒  国             ㌣壷】  顔 ナブナ  
べ害担増Ⅲ（1艮   ㌣ セノ冊くトトノ索∴ご                                ぐ ポイ灯、ト  簑細  
梨璧e筆崇′「   ′ 
ご（；嚢円挙句   佃±ニ ぐ   

月＝聖二。】．、咤   哺足長   
望 ぐ ⊥る   ｛±壬うヰ  刃蒐  与結・ 融  
＝三⇒い   e 蟹 景  

§》ク  

層。白む箪   レ 桝   定、ニ．A」舟 ぐ  
壷J丈！．∴リ   量i」ニ蔑堕量  
∈ ぐリノ肇   刃 。  ぷ∵ト与」漣ト」  

㌣十用 ニ′「   ぐぐ   ニ．十、予 言  
e」告ニ   彗量   桝ユ」巨く巨吏  
丈6トノ LまJ」   

㌣吏簑 漣トぐ ニ  ．哺±三三皿ユ超  
顔 。m 吏   ニ＼忘㌧ご㌧ご  糎」吏  。量  吏。吏ユ」課  ヤ 足 り 」 姓ヒ壊－」吏」   な載針  愛量 こ ぐ 忌  

墾   薄±∴上ぷ  由】ぐ、トノ佃   【1束1勅ぐ逓  iⅢ・ぷ㌧吏  ＝蚕丈トニ赴い巴丈 H  

有子ト叫   膏   

賀   上トノな  漣′＼  宕穂  
十づ   粛く簑  P簑転  
媒   い ←ヾ  ≡世塵                  f 立ニ  企ト1  
トや   勾㌣ニ  ≦道産  顔 二；窓  喜 

旦一   顔刃レ  ≦ ㌣ニ  
三 り ぐ吏  萱 難」吏  

円   

十   ＝し簑e  n 刃1閲  萱 已ポ丈も蟄  
蕗≡   ⊂コ＿ ＝表面ニ n  コ勅†〉   室軸鰊振  《 ∃塁 弓  

g堪 楽勝1   H 】」 ”   宜  ∃］  窓   

‖ ‖ 1   

盟  ∃  憩  弓  
∃  

誓警彗  邸  
＝   匡  鰹   匡  鰹  ∃  

ミミ  
ぐ砥  
紅塵曝  ○   

】◎   
◎   

朴訂盟  
耳長さ璧  

】  

鞘潰  

朴漣碑  
e齢聖ヨ  ×   ×   ○   ×  

壌－P■艮 普くHニ  

々中  べ   純   和   幅   躯   

弟」   
tビ  

（弓   コ   
こ）  ≡   〉→  ＝  

繋
即
製
「
嘲
」
 
 

《
璧
山
囲
e
軌
跡
e
朝
粥
e
岩
場
》
 
 
「
竺
惟
」
 
 



尾 藤 弥 生・中 村 政 雄・杉 本 邦 雄  

ぐ 阜ノ耽   頑。簑聖堂㌣   量 ㌣   嶺′「却＝蹄  

量な㌣   ト吏 e竜顔食   」 g  ．時針 e  

（  。吏  ■ ニ ギ＝三  

産  」簑榊   車 ぐ吏 e宅巨皿               只㌫重爆．。   ヰ」ぐ ヰJ   士トり∋賀   
寒＝弾   ・遥刃′「   中尉簑。等ミ吏   ぐ量 ぐ  吏」緻、   
Ⅱ：G  レ1く砕い吏ぢ」ぐ   彗」量  ぐ罷Ⅱ。ユ」   
心琳  ∩トノ e＋ぐ、己長いや   融鼓母  量楽吏母   

監〉∃量瑚」田与   覆簑勅  母 h勅A」   
一朝            e堰き  ・－     違・・   ト Gしト  勅小㍗ぃ り   
瓢ユ G  金臭粛」量刃吏   ベ＼／＼／   

吏  皿4＝ン戒等∴表現   斡崇佃  ㌣軸卜上崎            宏トパ日生  
刃建策′「ヨ㌣   壷卜趣＝ぐ  

）  ご＼べし e＼′咤ノ望＼／   蹄牒払葺  ト」へ～⊥」℃               望－R勾」忘＞べ  

漣。丈6月   璧1∫ ぐ1りヨ訃∈；月   e ∴佃   韓J」鱒＝」丈！ト  薄雪室出藍朴  
壌吏瑠」トノ   竜勅1セ＼匪トロ望   爆」哺   畔」柊す〔勅  哨∵レヰ♪阜ノ壷  

睾与  。 璧 くト吊トパ右 ぐ  」⊥イ  e 司 ぐ佃  ＞瀬吏量て ㌣  レ  忌±㌣  

囁 ：皆：監  ㌣  佃江〔榊  
J勅  息′尺蜘箪  刃 ぐ吏愛㌣整ヨ」ニ   ＿古⊥り哩巳′「  ＼／  ユ」由′「吏  

≡折壁 ≡鯨朝 e  〉－ 士ぺト帆走＝景正 吏くトト童と 

≡鮮紅  這簑慧雲打ぷ誓言霊  甘e  棄 ぐ葺±吏  J量＼／題ユJト  月  東條 ぐ ㌣  

≡服喪  ≡格外 軍‡芸  
匪据吏く「e現」量  哺琳刃ご足長1三∃吏  亡＝＝      ‖・≡ ■  岸勅息唯 ぐ十勅  匪∵量モ責～ノユ」瑠    甘森 ぐ車  榊′「事  柊吏量車  噛阜＝旬事  各月事  

Ⅱこl   

［、 」   

忠量  簑望   

ケ′ ■R 掠  

ー」e  
ト  怒㌣   ト   巨㌧当  ケ′  

レ  吏  〉陶   響柊  ′尺∫   ＼／†R  

ガ             ・R机   ぐ  当  勅吏  
十吊  

ヰ＼㌣  り  eノ心 ■ゝ′′   
望芸 ク  ヰくJ  

…迫妹  Å」  漣＿一  

≡せ   サる吏   り吏吏   糎量  
Å」 ぐ   ぢミ 」 －」   ぐ軸鮮   I  

月勅 吏   口量   」衰帝  ぐ勧」〔、   ′（  

・吋 ユ」 ぐ＼   「六p ⊥イ   ′   ロ  ○ ＿  ぷ）巳・莫  

（   
漣皆普刃榊慣   足長出題簑堰   ぐ⊥宅 阜ノ量   ウ′ ・貿  吏  

札ニ ー ＿ニ・J   ぐ」トく ヤ ∈＝粁ニ  彗吏逓」  1 ．」  
勅榊㌢簑頭取   量鼓1ぜ岬。吏  ふぐ＝ン難  ヽ丁  ＿．ユ  

響鳩ニ e刃楽   付箋司。彗吏急  《  ㌻ト吏酎  
e ．イさ吏吏 e   」‥2 Tくべ一束d ぐ十牒  蟹  

適時場長与累量慣  》  ロ くト膵  
下 上巳tp寺三（11  ニ ⊥‘匪  

。揖e」±  吏 ゝノ皆  

卑 e量聖量べ ニ  罵′尺 吏べ層粛▲匡  望。羞1J丈   ニ・軋Ig  
。 尋丈いト勅 ぐ   渠㌢養ニ  

田 劉  勅壊一吏   ○ －、  重い♂宇ノも   ±佃学窓  
㌣告」  吏封  

漣 ト   

望 ㌣吏」   吏望慣  
ケ′ ・莫。サも   ぐ：ヒ   A」。ぐ 壷j   ′ぺ喜ヒ  

叫 碑吏勅   空足   嘩吏量〇   ウノイ や。′「、  
…   シ レ・臼   串 ぐ 史   壷】ぐ   璧∴」⊥も璧   ヰ＼丈！パ  

衷P ぐ   ヤ申簑   恕簑吏   融ちントノ軸   十川（「ニ  

■－   
ぜ」J患   盛■♪ ぐ   軸トミ与三吏   刃量丈6  

ト′漣 灯   レ榊量   シ車彗榊す   ロ ー〕小く ニ  
愛額」   ぐ 一三 ご   愛 」 」   衷十代壷。㌣   刊難簑吏  

垂                  薄ゝノ逓   浄小串現   犀令難   ‡Ⅲニ紳・トニ   ヰ＼ゝ仁ヰ㌧ご  

竪   類句   皿朴   ニ・ご   n梱り   将 二【e  

卜申 吏   値（；丈   顔悪   粛礫 ．嘩   ニな卜尊く吏  
ケ、」   咄逓 ぐ   ト亭   ぐ。等ミ ニ   レ：‡ニ ニ  

素増   勅 望   ニ 走堰きレ   忌：コ（；ト  

ぷ）〔ノ勅  鹿掛   ．惑煤」   L′ e り」  

藁彊   蕪。針   エト   〉ご1露・〉   セ＼㌣舟量  
れ             配塑   慮J〕巳   冊簑   顔聾e勅   e原型剥  

く 時  な1   e惑′「   
鳩∵ト   

聖人＝摘果   ーR森羅ぜ  
ニ くト   よぷ＞月   机 卜輩漣   ●■ ≡…  

隼長春g   難′r」   n†や   裔。刃  
」望 ㌣            描出  振蘇′「   ニ」ま訂   糎明朝   磐㌻‥ト∈   増車壁磐  

e廻  霊  」  窓  」）  ・ロコ  
鮮螢  

盟  遭  革  

野際Ⅲe 虹朴刃  鰹  匡  匡   壁  

ee  
（穂  
紅塵哩  
掛エ＞潜  

○   ○   ○   ○  

柊岳宴せ   

紺洪  
朴南朝   
e輸空  ○   ×   ○   ×   
姓宇ノ吏  

監舶ニ   

々早  べ   僻   べ   継   
殉   ．れJ  姉   

吐i  出   ヨ   ト→   〔ピ  

黒
部
且
「
R
へ
」
 
 

《
聴
卍
e
釦
朴
合
判
封
e
岩
場
》
 
 
「
ト
礁
」
 
 
 



地域の伝統芸能と和楽器を組み合わせた「音楽」の教材開発に関する研究  No．58  2003．12  

《
エ
ー
小
官
高
唱
塔
e
額
》
 
 崇
e
咄
嗟
e
鵬
裏
白
痩
丁
血
丁
 
 

ゝ  

《
エ
1
ふ
座
高
増
聾
e
亜
》
 
 

雲
合
「
］
£
盤
e
Ⅲ
1
～
蝉
小
量
R
も
～
 
 

登
－
ふ
厘
高
軍
学
§
慧
 
 
 

崇
さ
ご
±
卦
題
‥
、
⊥
静
～
 
 

－ 37 －  



尾 藤 弥 生・中 村 政 雄・杉 本 邦 雄  

恕  

ユ  

／  
；＼  †↓  

l下  

7ヽ・、  

lt、   

′身   

㌣  軋l  

田  

／〆・・う も、ヽ  
／一⇒  

∇＼  

′⇒  

′一⇒ ／一⇒  

／→ ′Iで  
「  

／ネ  

く  

＼  
、ト  

．ゝ  

ぺ  
、tT、   

＼  
＼でヽ  

＿ゝ  

、㌔、．  
、√i  

∈
ユ
亘
′
霊
 
木
仲
 
 

′
」
ヽ
皐
ト
「
【
h
合
鍵
出
刃
′
槻
勅
蒜
′
聖
ヽ
－
 
 

．
」
∧
ホ
ト
（
【
ゝ
Q
鮭
既
ト
′
く
J
層
′
巴
′
l
 
 

璃
腺
小
ぷ
悪
紳
ぎ
組
Q
清
朝
吏
中
心
車
ヰ
頭
漣
J
褒
J
乾
山
J
敏
也
ぜ
中
州
Q
ロ
†
ヰ
ト
′
吊
｝
．
く
 
 

‥
琴
薄
日
増
枠
椒
趣
 
 

《
Ⅲ
－
e
∃
椒
》
 
 

繋
e
 
「
壇
仇
」
 
 

岩
e
「
扉
」
 
 
 

A
 
 
 

た
 
 
 

吊
 
 
 

肖
 
 
 

∴
 
 
38  



地域の伝統芸能と和楽器を組み合わせた「音楽」の教材開発に関する研究   No．58  2003．12  

激しい所と静かな所の差があり，変化とまとまりのあ  

る作品に仕上がっていた。音を重ねることで激しさをう  

まく出していた。左手にも爪をはめて両手で流し爪（グ  

リッサンドを上下で行う）を演奏する方法を工夫した。   

使用した奏法：流し爪，引き連，後押しと押し放しの  

組み合わせ，合わせ爪   

「昼」の班   

テンポの変化，音量の変化，音の重ね方の変化で心の  

表情の変化，大漁の苦労と喜びなどをうまく表現してい  

た。全体に流し爪が多かったが，音域やリズムを変えて  

流し爪に変化をつけていた。左手のピチカートと右手で  

演奏する尋て⊥斗のリズムが船の進む様子をうまく表現  

していた。曲もABA’の形式でA’の始めが少し静かに  

始まり曲に効果的な変化をもたらしていた。曲の最後で  

徐々に音と音量を減らし，静かに終わる感じがよかった。   

使用した奏法：流し爪，引き連，スリ爪，ピチカート，   

「夕方」の班   

徐々に音が重なって行く曲の出だしが，ゆっくりした  

足取りで家に変える様子と家族で大漁を喜んでいる感じ  

が現れていてよかった。音量と音の重なりの変化で激し  

さをうまく現していた。また，音が重なる所と各パート  

の音が独立して強調される部分が対照的に作られていて  

よかった。   

カモメのツキイロのような押し放しが効果的であっ  

た。   

さらに，スリ爪でカエルの鳴き声を表現するアイディ  

アも効果的だった。最後だんだん音量と音の数を少なく  

して消えるように終わったのがよかった。   

使用した奏法：流し爪，引き連，後押しと押し放しの  

組み合わせ，スリ爪   

② 創作活動の授業記録より  

≪グループ活動時の各班への助言を中心に≫  

T：教師  C：児童 （：演奏  

～～で区切ることで，時間の経過を示す   

「朝」の班   

T：静かな部分，起きる所，自転車で仕事に向かう所，  

仕事中，帰って来て朝食をたべる所，と分担して  

考えよう。静かな部分の担当は誰？……（以下同  

様）  

まず，一人が考えて，それを聴いて他の人が補強  

するとか。仕事場に行くときは少し波があっても  

よいかも。  

T：何考えてるの？   

C：自転車の音（悩んでいる）  

T：♪（演奏見本：合わせ爪で乃月のリズムの旋律  

を作るとか，ラソファレ「Tnのように3～4  

【 39 －  

音をセットとして，順番下降するとかを示す。）  

始めゆっくりでだんだん早くするとか，1セット  

3音ぐらいで下降すると弾きやすいかも。  

C：♪（ためしに演奏してみる）  

C：（仕事中の部分を考えこんでいる。）  

T：どんなふうに仕事するの。仕事する所のイメージ  

を旋律にするとか。  

C：じいちゃんもばあちゃんも楽しそう。  

T：楽しそうな旋律にしてみたら。♪（スキップリズ  

ムの旋律見本を示す。）こんなのあうかも。来週  

発表だから，頑張ってみよう。  

C：（（後押しをやろうとしている。）  

T：（後押しの方法説明。人差し指，中指の当て方）  

C：あくびどうやってやればよいかなあ。  

T：♪（音の余韻が変化する，後押し と押し放しを組  

み合わせた演奏を示す。）  

C：（納得の表情）  

C：♪（あくびの後押しと押し放しを組み合わの演奏  

のみ練習している。）  

T：あくびの押し放しだけでなく，間に旋律を入れて  

またあくびというように考えよう。  

C：♪（彼のグレッサンドばかり練習している。）  

T：波だけでなく，旋律も入れよう。5人いるからずっ  

と低音できまったパターンを入れる人がいても良  

いけれど，その上に旋律や他のパートを重ねると  

か考えよう。  

C：♪（合わせて練習している。）  

T：今の使える，いいね。即興でもうまくいっている  

よ。  

「昼」の班  

T：自分の考えた演奏をメモしよう。   

誰がどこを考えるのか分担しよう。波を考える人  

誰？ 船の音は？ 漁をしている様子を考える人  

は？ 漁はたとえば♪（わり爪の拡大版のグリッ  

サンドでだんだん音域をあげる）のように表現す  

るとか。  

T：今のリズムいいじゃない（流し爪の激しい変化の  

あるリズム。）  

曲のどこかに旋律を入れよう（流し爪系が多くな  

りそうなので。）本番は【一人一面の筆を使うから，  

二人が考えたものを重ねて演奏できるから。その   
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二人でやるなら，音程を上と下に分けて波を入れ  

ると良い。   

C：♪（スリ爪を練習しているが，音が小さい。）   

T：スリ爪はこうやると♪いいよ（やり方を説明。）  

二人でやると音が大きくなる。♪（カエルの鳴く  

リズムをまねた，見本を示す。）   

C：♪（練習。）   

T：スピードをつけるとカエルらしくなる。3人でも  

う一度。   

C：♪（練習。）  

2－6 開発教材の実践結果の考察   

実践結果としての，児童の毎回の学習の感想及び児童  

に対する担任の観察，創作活動の授業記録，児童の創作  

作品を考察の対象とする。そして，これらを2－1で述  

べた《教材の実践のねらい≫の3項目（①地域への目覚  

め，②撃の特性について，③音楽で自己表現することに  

ついて）に沿って，児童の学習全体の状況を考察し，さ  

らに，一人の児童の状況も考察する。  

① 地域への目覚め  

これに関しては，創作作品の《曲の構成計画シート≫   

の表現しようとする内容によると，恵山町全体の良さ   

をみつめるというより，自分たちの家族や隣人，尻岸   

内という地域での【一日の生活という身近な範囲を意識   

していたようである。   

－② 撃の特性について   

「児童の毎回の学習の感想」によると，2名の児童   

が挙の演奏方法や音色の変化に強い興味を持った。そ   

の一人の児童Sは1回目の感想で「挙って色々な事が   

できるのだと思った。昨年より興味がわいた。」と挙   

の演奏法に関心を示し，最後の感想及び一カ月後の感   

想で「一つの絃でも沢山の音が出るのがおもしろかっ   

た。」と肇の特徴に強い印象をもった。  

他の児童は，拳の演奏方法について文章としては記   

述していないが，作品を創作する段階で，余韻を変化   

させる方法やスリ爪などの嗅音効果を頻繁に使用して   

いたことから，聾の特性を体験を通して理解していた   

ことがわかる。最終的に児童が作品に取り入れた挙の  

ことを予想して音の重ね方を考えておくと良い  

よ。  

T：作ったものをどの部分にいれるか決める。   

♪（両手を使ってrnrハ）とやっても良いし。  
C：♪（激しい所にスリ爪らしき演奏を入れようとし  

ている。）  

T：♪スリ爪はこのように弾くの（見本を見せて大き  

な音がだせるように説明する。）スリ爪一人でや  

るのと5人でやるのでは迫力が違うよ。工夫して  

みよう。  

C：♪（引き連の繰り返しでだんだん早くなるテンポ  

の演奏。）  

T：盛り上がる感じ出ている，いいね。せっかくだか  

ら一人じゃなくて，少しずつずれて皆が入って盛  

り上がるとか。  

T：これは何の場面？  

C：魚と格闘している所  

T：下降型のグリッサンドだけでなく上降型と交二引こ  

演奏すれば。と♪（見本を示す。）5人が違うと  

ころでグリッサンドやって重ねるとか。違うリズ  

ムや旋律を入れる人がいるとか。何と何を重ねる  

か決めよう。  

C：♪（各自が自分の練習をする。）  

C：♪（スリ爪を練習しているが，昔が小さい。）  

T：こうやると♪音が大きくなる（やり方説明。）  

最後の音，ミ，ミを追加すると終わりです，とい  

う感じになる。  

「夕方」の班  

◆7月18日中間発表後の練習より  

C：♪（全員で合わせて練習している。）テンポ早いよ。  

あわない。  

T：もしそうなら，1回目一人でやってテンポを決め  

て，2回目からそれに合わせて次の人が入るとか。  

C：だんだん増えて行こう。  

T：それもいいね。  

C：始めゆっくりやって，そのあと，だんだん入って  

少し早くする。  

T：楽譜の回数はそのままで，重なる前の回数は追加  

した形にすると良い。  

C：やるよ。いまの所。  

T：下降型のグレッサンド，いつも同じ所でなくて，  

音の位置を移動してもよいよ。  

カモメの所，他の人，波（のように少し入れても  

いいんじゃない。ザッブーーンみたいに入れても。  

朝  班   昼 班   夕 方班   

流 し 爪  流 し 爪  流 し 爪   

引 き 連  引 き 連  引 き 連  

ス リ 爪  ス リ 爪   

押し放し  押し放し   

合わせ爪  

ー 40 一   
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奏法は，次の通りである。   

これら撃独特の奏法については，学習の様々な場面  

（演奏の模範を聴かせる時，色々な弾き方があること  

を説明する時）で，参考として聴かせていたため，余  

韻の変化に興味を示し取り入れたものと思われる。こ  

のことは，グループ活動中の授業記録の児童の活動状  

況からもわかる。   

喋音効果の奏法として，児童らしい新鮮なアイディ  

アであると思われたものは，スリ爪で「カエルの声」  

を表現しようとするものと「船が水を切って進む音」  

として取り入れた点である。この奏法は挙曲の中では，  

一般的に風の音の表現として使われている。  

③ 音楽で自己表現することについて   

本学習において，児童は普段何げなく見ている風景  

や生活の中の出来事を再認識し，それを第三者に伝え  

られるようイメージを広げ，それらを音や音楽で伝え  

るため再構成することができていた。この時，児童は  

どう伝えるか，またどう構成するか，自分の頭の中で  

自分のもっているすべての知識や知恵を活用して，試  

行錯誤して考えていた。このような活動は児童の，「生  

きる力」「自ら考え学ぶ力」を育てることができる。  

さらに，音楽や音によるコミュニケーション能力の育  

成もできる。   

これらの成果は児童の「すごく楽しかった。おもし  

ろかった。またやりたし1。うまくできた。自分的には  

いい曲が作れた。いい経験になった。」などの記述か  

らわかる。ほぼ全員の児童が，音を使って自分で表現  

することの喜びを感じ取っていた。また作り出すため  

には，楽しいだけでなく，創造することは，苦労や試  

行錯誤が伴うものであることも実感として感じとって  

いた。   

今回児童は，導入段階での旋律作り，つまり自分で  

音を並べて旋律を作ることを通して，ふし作りのおも  

しろさを味わっていた。このことは，作った旋律を全  

員が順番に交替で演奏する学習の時の，楽しくも真剣  

な表情から読み取ることができる。しかし，班ごとに  

分担を決めての創作する段階で，表現したいイメージ  

を音で表現することに悩んでしまった児童がいた。こ  

れらを解消するには，導入段階の学習でもう少し時間  

をかけて，様々な場面を音で表現する練習をすること  

が必要であると思われる。  

④ 学習における変化の顕著であった児童Ⅰについて   

児童Ⅰの学習の感想からは，③の音楽で自己表現す  

ることについて顕著な変化がみられた。初めは「なん  

で曲作りしないといけないの」と思ったものが「曲作  

りって思ってたよりおもしろい」と肯定的になり，「船  

の音作り思ったより進んだ」そして，学習後「また肇   

で曲を作りたい，挙以外でも曲作りしたい」と，自ら  

音を組み立てて作ることの楽しさを感じとっている。   

また，中間発表の後「喜んでいる所が小さかった」  

と感じとり，本番改善を加え，「音が色々組合わさっ  

て前よりもよかった。大変な所とか喜んでいる所もう  

まくできてよかった。」 と，音量変化，音の重なり，  

テンポの変化など音楽の様々な要素から，作った曲を  

よりよくするための方法について敏感に感じとってい  

た。   

このような学習結果の背景には，児童Ⅰの意欲的態  

度，関心や興味を持って学習に望んでいたことが大き  

く影響していた。児童Ⅰは，自分たちの前回の即興演  

奏を視聴する時も参考曲をビデオで鑑賞する時も，ど  

のように弾いているのか，読みとろうという表情でテ  

レビにくぎづけで，かなり集中して視聴していた。こ  

の学習の成果が，自分の表現したいイメージを音で表  

現するとき，生かされていたと思われる。この日，授  

業を参観していた他校の先生は「／ト学校6年生が“春  

の海”と“瀬音”の2曲を集中して鑑賞できるのはす  

ごい。」と感心していた。  

3．まとめと今後の課題  

本研究により開発した教材を通して，音で自己表現す  

る経験の少ない児童でも，自分たちの身近かな生活の中  

の場面を表現するという方法（ここでは地域の伝統芸能  

表現内容に取り入れられたものを取り上げた）を取り入  

れることで，表現しようとする意欲が高まり，積極的に  

創作表現活動に取り組むことができた。また，撃という  

表現素材は，児童にとって経験の少ないものではあった  

が，撃は，旋律創作もでき，さらに，擬音的，効果音的  

な音も出すことができるという，有利な二つの側面を  

もってし1るので，創作が行いやすいという知見を得た。   

このような活動は，一人一人の可能性を引き出し育て，  

一人一人に充実感のある学習を行わせ，加えて班で協力  

して一つの作品を仕上げて演奏する 

性も求められる。そのため，一人一人の活動や学習状況  

にあわせた指導や支援が必要になるが，小規模校では，  

それらがきめ細かく行える利点があることがわかった。   

小規模校の一つの学年単位では，40人50人で大きな合  

唱曲を仕上げる充実感を味わうことは，物理的に難しい  

が，反対にこのような一人一人を生かす音楽活動を通し  

て，音楽体験の喜びと充実感を味わわせるには適してい  

ることがわかった。   

今後このような学習活動が多くの学校で実践され，音  

楽を通して，児童の「自ら学ぶ力」や「生きる力」が育  

成できることを期待している。  
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